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アレクシオンファーマ、日本気候リーダーズ・パートナーシップに 

賛助会員として加盟 

－ グループ会社アストラゼネカとともにカーボンネガティブを目指す — 

  
アレクシオンファーマ合同会社（本社：東京都港区、社長：笠茂 公弘 以下「アレクシオンファー

マ」）は、本日、日本気候リーダーズ・パートナーシップ（事務局：神奈川県三浦郡葉山町、公益財

団法人 地球環境戦略研究機関内、以下「JCLP」）に賛助会員として加盟しました。 

 

アレクシオンファーマは、気候変動に対する取り組みを積極的に推進すべく、JCLP に賛助会員として

加盟し、グループ会社であるアストラゼネカ株式会社（JCLP 正会員）とともに JCLP の活動に参加し

ながら、日本の脱炭素の取り組みを加速させていきます。なお、弊社の本社ビル田町ステーションタ

ワーN は、100%再生可能エネルギー電気の利用を行っております。 

 

アストラゼネカグループの希少疾患部門であるアレクシオンファーマは、アストラゼネカグループの

一員として、RE100（再生可能エネルギー100%）、EV100（電気自動車 100%）の国際公約を推進し、

全 100 台を超える営業車のうち 2022 年末までに 21 台を EV に切り替え、2025 年までに全営業車を電

気自動車に切り替える目標を掲げております。 

 

アレクシオンファーマ合同会社社長 笠茂 公弘は「希少疾患のリーダーとして革新的な治療法を患者

さんにお届けするとともに、より良い社会のためにカーボンネガティブ※１の実現に向けて積極的に

取り組んでいきます」と語っています。 

 

JCLP への加盟により、パリ協定と整合する脱炭素化社会の実現を後押しする意思と行動を社会に示

し、自社の脱炭素化の実践を通じて、国際的及び地域の持続可能な発展に寄与して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）について 

脱炭素社会の実現には産業界が健全な危機感を持ち、積極的な行動を開始すべきであるという認識の

下、2009 年に日本独自の企業グループとして設立されました。2022 年 7 月 13 日現在、幅広い業界か

ら日本を代表する企業を含む 214 社が加盟、加盟企業の売上合計は約 126.5 兆円、総電力消費量は約

63.31Twh(海外を含む参考値・概算値)。 
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脱炭素社会の実現に向け、横浜市との包括連携協定の締結や、国際非営利組織 The Climate Group のロ

ーカルパートナーとして RE100、EV100、EP100 の普及窓口を務めるなど、自治体や海外機関との連携

も進めています。詳細については http://www.japan-clp.jp/をご覧ください。 

 

アストラゼネカについて 

アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、主にオンコロジー、

希少疾患、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオ・医薬品において、医療用医薬品

の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。英国ケンブリッジを本拠地

として、当社は 100 カ国以上で事業を展開しており、その革新的な医薬品は世界中で多くの患者さん

に使用されています。詳細については https://www.astrazeneca.com または、ツイッター@AstraZeneca

（英語のみ）をフォローしてご覧ください。 

 

アレクシオンファーマ合同会社について 

アレクシオンファーマ合同会社は、2021 年のアストラゼネカとアレクシオン・ファーマシューティカ

ルズとの統合により生まれた、アストラゼネカグループの希少疾患部門アレクシオン・アストラゼネ

カ・レアディジーズ（本部：米国マサチューセッツ州ボストン）の日本法人です。アレクシオンは、約

30 年にわたり希少疾患のリーダーとして、患者さんの生活を一変させるような治療薬を発見、開発、

販売することで、希少疾患ならびに深刻な症状の患者さんとご家族への貢献に注力しています。アレ

クシオンは、補体カスケードの新規分子と標的を対象に研究を行っており、血液、腎臓、神経、代謝性

疾患、心臓、眼科、および急性期の治療薬を開発し、世界 50 カ国以上で患者さんに提供しています。 

アレクシオンファーマ合同会社に関する詳細については、www.alexionpharma.jp をご覧ください。 

 
※1 カーボンネガティブ：温室効果ガスの吸収量が排出量を上回る状態を指し、カーボンニュートラルよりもより積極的

な脱炭素の取り組みとして国内外の企業から注目を集めている。 
 
 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

アレクシオンファーマ合同会社 コミュニケーション部 船津  

TEL：070-8781-3789  |  Email：lisa.funatsu@alexion.com 

 


